補助情報を用いた項目反応モデル (統計数理研究所 研究活動 (研究会報告 多変量解析における潜在変数モデルの理論と応用)) by 繁桝 算男 & Kazuo Shigemasu
多変量解析における潜在変数モデルの理論と応用 119
                  参考 文 献
Jδreskog，K．G．and Sδrbom，D．（1984）．工石R亙Z W眺e｛Gm蝪e：λmα伽ゐげ〃m〃∫左mc伽mZ
    ReZ〃。msゐ伽妙肋e MoaeZ∫げM伽づmmm〃尾e肋。o3，Nationa1Education Resources，Chicago，
    Michigan．
豊田秀樹（1990）．共分散構造の表現，教育心理学研究，38，438－444、
柳井晴夫，前川眞一，豊田秀樹，仙崎 武（1991）．高等学校における進学指導の実態に関する調査結果の分析，
    大学入試センター研究紀要，20，93－166．
補助情報を用いた項目反応モデル






















                           1－o5         舳＝1■乱）＝舳）＝耐1＋、。。（一Dの（ポん））
                           1          力（・η＝1■η・）＝力・（η・）＝。。e。。（一Dの（η、一風））
である（ここで，D：1．7）．また，θ｛とηゴの事前分布は
出・仙11・）一2、★・卿／一θ婁云鵠η多／




              η ρ       工（ξ1】C】r）＝rI■［力5（θゴ）抑ゴ｛1一力3（θ。）｝1一仰ゴ
             ゴ＝15＝1















                 参考文献
下村 努（1988）．『教育評価手法』，教育情報科学，3，第4章，第一法規，東京．
     Growth Curve lMode1s with Fixed and Ra皿dom E冊㏄ts
                        広島大学理学部藤越康祝
 Rao（1959）とPotthoff andRoy（1964）によって導入されたgrowthcurveモデルにおいては，
M×力の観測行列xに対して
                  X＝λ亘皿十ε
が想定される．ここに，一λ：M×后，思：αX力（σ≦力）はそれぞれ個体問，個体内計画行列，互：
后×αは未知パラメータ行列，ε：NX力は誤差行列である．誤差に対しては，通常εの各行は
互いに独立で平均ゼロ，共通の分散行列Σをもつことが仮定される．典型的なλ，丑は
